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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コネクタハウジングの内壁面に固定される固定片と、接続対象に係止される撓み係止片
とを有して形成され、前記接続対象を挟持する一対の挟持片を備えた端子と、
　前記コネクタハウジングから前記固定片と前記撓み係止片の間に延びて、前記コネクタ
ハウジングが備えた端子収容室の内壁とで前記固定片を挟持する挟持部と、を備え、
　前記固定片は、
　前記挟持部に嵌合する圧入用突起と、
　前記内壁と前記挟持部とに挟まれる位置であって前記圧入用突起よりも前記固定片の先
端側の位置で前記内壁と嵌合する位置制御用突起と、を備える
ことを特徴とする端子取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一対の挟持片で接続対象を挟持する端子のコネクタハウジングに対する取付
構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記の特許文献１～３には、一対の挟持片で接続対象を挟持する端子を端子収容室に備
えたコネクタが開示されている。この種のコネクタには、挟持片に形成された圧入用突起
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を端子収容室の内壁等に嵌合することで、端子が固定されるものがある。この端子取付構
造では、圧入用突起が嵌合することで、挟持片の先端側が端子収容室の内壁に押し付けら
れる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－８５９８９号公報
【特許文献２】特開２００１－２２３０４６号公報
【特許文献３】特開平１１－３２９６１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　コネクタでは、樹脂製のハウジングが表面実装時に高温環境下に晒される等して、端子
収容室の壁部が外側に反ることがある。壁部が外側に反ると、その壁部に押し付けられた
挟持片の先端側が壁部と共に移動して、端子の姿勢が変化することがあった。
【０００５】
　本発明は斯かる課題に鑑みてなされたもので、上記課題を解決できる端子取付構造を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような目的を達成するために、本発明の端子取付構造は、コネクタハウジングの内
壁面に固定される固定片と、接続対象に係止される撓み係止片とを有して形成され、前記
接続対象を挟持する一対の挟持片を備えた端子と、前記コネクタハウジングから前記固定
片と前記撓み係止片の間に延びて、前記コネクタハウジングが備えた端子収容室の内壁と
で前記固定片を挟持する挟持部と、を備え、前記固定片は、前記挟持部に嵌合する圧入用
突起と、前記内壁と前記挟持部とに挟まれる位置であって前記圧入用突起よりも前記固定
片の先端側の位置で前記内壁と嵌合する位置制御用突起と、を備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、端子収容室の内壁と挟持部とで挟持される挟持片の先端側が内壁と反
対側を向くような力が端子に働くことで、反りが生じた端子収容室の内壁と共に挟持片の
先端側が移動して、端子の姿勢が変化するのを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態のコネクタが備えたコネクタハウジングの断面図である。
【図２】本発明の一実施形態のコネクタが備えた端子の側面図である。
【図３】コネクタハウジングに端子が取り付けられた状態を示す断面図である。
【図４】コネクタハウジングの天壁に反りが生じた状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して、本発明の一実施形態を説明する。
【００１０】
　本実施形態のコネクタは、基板上に実装されて用いられるＬＣＰ（liquid crystal pol
ymer）製のコネクタであり、図１に示すコネクタハウジング１と、図２に示す端子２とを
備えている。コネクタは、上記特許文献１～３に記載のコネクタと同様に、ＦＦＣ（Flex
ible Flat Cable），ＦＰＣ（Flexible Printed Cable）等のフラット配線材を保持した
スライダがコネクタハウジング１の端子収容室１１内に装着されて、フラット配線材と基
板３上の回路とを電気的に接続する。
【００１１】
　コネクタハウジング１は、図１に示すように、端子収容室１１の間口側開口部がフラッ
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ト配線材の挿入口、テール側開口部が端子２の装着口となっており、底壁１１ｂが基板３
に固定される。コネクタハウジング１には、端子収容室１１内に配置された挟持部１２が
設けられている。挟持部１２は、コネクタハウジング１の天壁１１ａとの間に間隙を設け
て配置されており、コネクタハウジング１のテール側に位置している。また、コネクタハ
ウジング１の左右の両側壁の内面には、スライダの案内溝１１ｃが設けられている。
【００１２】
　端子２は、図２に示すように、コネクタハウジング１の天壁１１ａに固定される固定片
２１と、フラット配線材又はスライダに係止される撓み係止片２２と、基板３に接続され
る脚部２３とを備えている。固定片２１は、圧入用突起２４及び位置制御用突起２５をテ
ール側に備えている。撓み係止片２２は、フラット配線材に係止する突起を間口側の端部
に備えている。
【００１３】
　圧入用突起２４は、固定片２１の撓み係止片２２と対向する面に設けられている。位置
制御用突起２５は、固定片２１の撓み係止片２２と反対側を向いた面に設けられており、
圧入用突起２４よりも間口側に位置している。
【００１４】
　端子２は、図３に示すように、端子収容室１１内にテール側開口部から挿入され、コネ
クタハウジング１の天壁１１ａと挟持部１２との間に固定片２１が配置され、コネクタハ
ウジング１の底壁１１ｂ側に撓み係止片２２が配置される。撓み係止片２２は、天壁１１
ａと底壁１１ｂとの間に案内溝１１ｃに沿って延びたスライダの進入路に間口側端部の突
起の先端の案内面（傾斜面）を進入させ、コネクタハウジング１の底壁１１ｂとの間に撓
み代となる間隙を形成している。
【００１５】
　端子２は、圧入用突起２４が挟持部１２に嵌合し、位置制御用突起２５がコネクタハウ
ジング１の天壁１１ａに嵌合することで、端子収容室１１内に固定されている。このため
、端子２には、図３に太矢印で示すように、圧入用突起２４を中心に間口側の端部がコネ
クタハウジング１の天壁１１ａと反対側を向くような力が働いている。
【００１６】
　コネクタハウジング１の天壁１１ａは、図４に示す太斜線でハッチングされた矩形体の
ように、表面実装時に高温環境下に晒される等して外側に反りが生じると、間口側の反り
量がテール側の反り量に比べて大きくなる。このため、コネクタハウジング１の挟持部１
２のみに圧入用突起２４を嵌合させたり、コネクタハウジング１の天壁１１ａのみに圧入
用突起２４を嵌合させる従来の構成では、圧入用突起２４を中心に端子２の間口側の端部
が天壁１１ａが反った方向に移動し、端子２の姿勢が上向きに傾き易い。この結果、撓み
係止片２２の間口側端部がスライダの進入路内に突出して端子収容室１１内に挿入された
フラット配線材やスライダと衝突する等し、部品の変形や破損が生じる虞がある。また、
端子２の脚部２３がコネクタハウジング１に対して傾き、脚部２３に半田付け不良が生じ
る虞もある。
【００１７】
　これに対し、本実施形態では、図４の枠Ａ内に示すように、圧入用突起２４より間口側
でコネクタハウジング１の天壁１１ａに位置制御用突起２５が嵌合することで、端子２に
は圧入用突起２４を中心に間口側の端部が天壁１１ａと反対側を向くような力が働いてい
る。このため、コネクタハウジング１の天壁１１ａに反りが生じても、端子２の間口側の
端部が天壁１１ａが反った方向に移動するのが防止され、コネクタハウジング１に対して
端子２が一定の姿勢を保つ。
【００１８】
　本実施形態によれば、圧入用突起２４よりも間口側に位置した圧入用突起２４が、コネ
クタハウジング１の天壁１１ａと固定片２１との間に配置されることで、端子２には固定
片２１の間口側の端部が天壁１１ａと反対側を向くような力が働く。このため、天壁１１
ａに反りが生じたときに固定片２１の先端側が内壁と共に移動して、端子２の姿勢が変化
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【００１９】
　なお、上記実施形態では、フラット配線材を端子２の接続対象とする場合について説明
したが、固定片２１及び撓み係止片２２で挟持されて端子２に電気的に接続されるのであ
れば、接続対象は任意である。
【００２０】
　また、固定片２１は、圧入用突起２４及び位置制御用突起２５を備えていれば上記実施
形態での形状には限定されず、例えば、固定片２１の先端にも突起が設けられている構成
としてもよい。
【００２１】
　また、上記実施形態では、コネクタハウジング１の天壁１１ａと挟持部１２との間に固
定片２１が配置される場合について説明したが、端子２の固定片２１と撓み係止片２２と
が上下逆に形成されている場合には、コネクタハウジング１の底壁１１ｂと挟持部１２と
の間に固定片２１が挟持されて、コネクタハウジング１の底壁１１ｂの反りにより端子２
の姿勢が変化するのを防止する構成としてもよい。
【符号の説明】
【００２２】
１　　　　　コネクタハウジング
１１　　　　端子収容室
１１ａ　　　天壁
１１ｂ　　　底壁
１１ｃ　　　案内溝
１２　　　　挟持部
２　　　　　端子
２１　　　　固定片
２２　　　　撓み係止片
２３　　　　脚部
２４　　　　圧入用突起
２５　　　　位置制御用突起
３　　　　　基板
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